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庄川中学校 令和４年度 始業式 式辞 
 

「よーい、どん」 

新学期。新しいスタートラインに立って

いるみなさんは、どこに向かって走ります

か？ 

 

新２年生、新３年生のみなさん。進級お

めでとうございます。 

３月から４月、ほんの少しの時間の中で

中学生は大きく成長するのだと、みなさん

を見ていて感じます。 

今日も朝から交わしたあいさつは、すれ

違った後になぜかうれしくなる、そして、

私の方が元気をもらえるものでした。 

 

さて、みなさん、「さぁ走りましょう」と

言われたら、どっちを向いて走りますか？

そうです。ゴールに向かって走ります。し

かし、ゴールがはっきりしなければ、どっ

ちに向かって走ればよいか分からないの

で、そこで迷い、悩み、進めなくなってし

まいます。ですから、どこへ向かうか分か

っていることはとても大切なことだと思

います。 

 

今日は新学期のスタートに当たり、どこ

に向かっていくのかという話を２つしま

す。 

 

１つ目は、学校が向かうところです。 

学校は動いています。進んでいます。そ

のゴールこそ、学校が向かうところだと私

は思っています。 

私は２年間、庄川中学校が「思いを形に

できる学校」であってほしいと思い、それ

を目標、つまり学校が向かうゴールにして

きました。近道でも、遠回りでも、ちょっ

と寄り道しても、「ここに向かって進んで

おいで」という目印になればいいと思って

います。しかしそれは、安心して活動でき

るあたたかい集団を、みなさんがつくって

いるから、できることだと思っています。

今年度もみなさんがつくりあげる、あたた

かい集団を土台として、進んでいこうと思

います。 

 

２つ目は、みなさん一人一人が向かうと

ころです。それは「なりたい自分」です。

しかし、このゴールは自分で見付けなくて

はなりません。歩きながら、進みながら見

付けてください。 

私はみなさんに、なりたい自分になるた

めに、「挑戦」してほしいと思っています。

そして、あきらめないでほしいと願ってい

ます。「よーし、やってみよう！」と決心し

ても、うまくいかないことがあるかもしれ

ません。でも、思いを持ち続け、試行錯誤

し、改善を図りながら、進んでほしいと思

います。 

 

最後に、明日は入学式です。昨年とは違

い、在校生全員で新入生を迎えることがで

きます。新入生に、あこがれられる先輩の

姿を見せてください。そして、目には見え

ない庄川中学校のあたたかさで包んであ

げてください。 

 

 さあ、新しい一年が始まります。 

令和４年度、やってみたいことはありま

すか？挑戦したいことは何ですか？あた

たかい集団の中だからこそできることを

この庄川中学校で経験してください。 

 

以上を令和４年度１学期の式辞といた

します。 


